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奈良大学キャンパス情報 ネッ トワークの構築(II)

情報処理センター 今 泉 重 夫

1.は じめ に

奈 良大学 では 、1991年 度 よ り電 話回線 を利用 した教育 研究 支i援統合 ネ ッ トワー クシステ

ム1)の導 入 よ り始 ま り、翌 年 、情報 処理 セ ンター 内に スーパ ー コ ンピ ュー タ(convex)、

ワー クステ ー シ ョン(Sunsparcstation)、 パ ソ コ ン(PC98)な どに よ るキ ャ ンパ スL

AN(NUICE)2)_g)、 昨年 には光 ケ ー ブル に よ る全 学規 模 のキ ャ ンパ ス情報 ネ ッ トワー ク

を構築 した。9)

奈 良大学 キ ャンパ ス情 報 ネ ッ トワー クの導入 によ り、今 まで個 々に行わ れ て きた教 育 、

研究 お よび関連す る事 務、管 理 、情 報 の相 互運 用 を高速 化 、円滑化 し、 よ り一 層総合 的 、

体系的 な情報 の相互運 用 を図 ると同時 に、共有 資源 と してサーバ ー機 によ り、教 育、研究 、

管理 に関す る情報処 理機 能 の充実 を図 り、広 く処理 機能 の整 備 を行 う事 が 出来 た。 また 、

本学 関連設備 間 お よび国 内外 の教 育研究 機関 間 との接続 を高速 、標 準化 し、解 放型相 互接

続 を行 った。

基幹 ネ ッ トワー クと しては、最 新 のATM方 式(AsynchronousTransferMode)に よ

る光ケ ー ブルを使 い 、支 線 にはEthernetを 採 用 した。 本 ネ ッ トワー クを大学 の情報 通信

基盤整備 と位 置ず け、主 要 な部屋 には情報 コンセ ン トを随所 に取付 て いるので、利用者 は、

いっで も、 どこか らで もネ ッ トワー クを利用 で き る。 ワー クステー シ ョン、パ ソ コンな ど

250台 程度(く わ し くは、表1を 参照)が 接続 され 、平 成7年10月 よ り教 員 を 中心 に運 用

を開始 した。引 き続 き、事務 局 を中心 と した事 務 シ ステ ムのネ ッ トワー ク化 を行 い、平成

8年3月 よ り運用 を開始 した。事務 システ ムは守秘義 務を伴 う仕事 が多いので、ネ ッ トワー

ク化 に関 して は特 別 の配慮 を した。

キ ャンパ スLANが 導 入 され て、半年 経過 し、 この間 にハ ー ドウ ェア 、 ソフ トウ ェアな

ど一部 の見直 しを行 った。 また、新機材 の導入 によ り、 よ り使 い易 くす るため のネ ッ トワー

クの改 良を行 ったの で、 本稿 で は、 その後 の改 良点や 強化 され た事項 、事務処 理 シス テム

のネ ッ トワー ク化 な どにっ いて述 べ る。

2.キ ャンパ ス情 報 ネ ッ トワー ク ーNUICE一 の概 要

全学的な情報利用環境の基盤になっているのは、情報処理センターとそのセンターの協

力によって管理、運営されているキャンパス情報ネ ットワークである。
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情 報処理 セ ンタ.__一..は、教 育研 究 に必 要 な情報処 理 お よび その支i援、情報 科学 の研究 の推

進 を主 な 目的 と してい る。 そ のため 、本 セ ンター には 、第1、 第2シ ステ ム室 、第1一 第

3電 算実 習室 、研 究 開発室 、事 務室 な どがあ り、教 育研 究 に必要 な情報 処理 とそ の支 援 、

シス テム開発や システ ム管 理 、利用 者講 習会 、公開 講座 、利 用相 談 な ど行 って いる。 事務

室 で は、それ らの事 務処理 、利 用者 管理 を行 うと ともに全 国共 同利用大 型計 算機 セ ンター

連絡所 と しての事務 も行 ってい る。

本 セ ンターで は 、ス ーパ ー ミニ コ ン ピュー タ(convex,2CPU)と ワー クス テー シ ョン

(Sun40台)と パ ソ コ ン(PC9880台)と をネ ッ トワー ク化 して情 報教 育 や研究 を行 って

来た が2)、本年 度 末が 情 報処 理 システ ムの更 新時 に な って い るの で、従 来 の情報利 用 環境

の大幅 な見直 し作業 を行 ってい る最中 であ る。

次 に 、 本学 の 情 報 基 盤 と な って い る キ ャ ンパ スLANの こ と を 一NUICE-(Nara

UniversityIntegratedComputerEnviromentの 略)と 呼 んで い る。 近 年 、教 育研 究 の

円滑 な遂行 には、全学 的 な コン ピュー タ利用 とネ ッ トワ.__一一.クを介 した迅速 な情報交 換が 不

可 欠であ る。 また、教 育研 究系 、事務処 理系 、 図書館 系 な ど、そ の 目的 と コ ンピュー タの

利用形 態が 異 な るため 、NUICEシ ステム は階 層構 造 に してあ る。

・キ ャンパ ス基幹 ネ ッ トワー クと しては建物 間 を155Mbpsで 結 ぶ光 ケー ブル(ブ ロー ン

フ ァイバ ー)と した。

・建 物 内 はEthernetに し、各研 究 室 な ど主 な部屋 へ はUTP線 を介 して 、情報 コンセ ン ト

を設置 した。

・教 育研究 系 、事 務処 理系 、 図書館系 を含 む学 内全域 へEthernetを サー ビスネ ッ トワー ク

と して提供 して い る。

国内の イ ンター ネ ッ トに64Kbpsの デ ィジ タル専用 回線 を介 して、大 阪地 区大学 問ネ ッ

トワー ク(ORIONS)、 学術 情報 ネ ッ トワー ク(SINET)に 接続 され て いる。

キ ャンパ ス情報 ネ ッ トワー クの構築 は 、平成7年 度 の事 業 で、平成7年10月 よ り教育研

究 系が完成 、運用 し、平成8年3月 よ り事務 系が 運用 を開始 した。 これ らの概要 にっ いて

は、別稿 に記 して あ る。g)

NUICEネ ッ トワー ク にお いて、相 互操 作 を確 保す るた め、 プロ トコル と してTCP/IPを

標準 に し、新 しい機器 の導 入 に際 してはネ ッ トワー ク接続 基準 を示 し、 ネ ッ トワー クの安

定運 用 を図 ってい る。 また、個 々の研 究室 で導入 した情報 機器 類 のネ ッ トワー ク接続 にお

いて も、 同様 の基 準 を作成 し、許可制 に して、 ネ ッ トワー ク障害 の回避 に努 め てい る。

次 に、半 年間 のネ ッ トワー ク運営結果 を まとめた も のを表2に 示 した。 電子 メール の利

用 は 、10月 一12月 は試 用 とい う こ とで 利用 統 計 は と らなか った。 電子 メー ル ・ツー ル は

PC98系 の利 用者 はwinbiff,MAC系 の利 用者 はEudra-Jを それ ぞれ クライ ア ン ト機 にイ

ンス トール して利用 してい る。 利用 統計 か ら見 ると利 用件 数 も増加 して 、順 調 な立 ち上 が
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表1 接続 ワー クステー シ ョンお よびパ ソ コン台数

(平成8年4月1日 現在)

ワー クステ ー シ ョン パ ソ コ ン 合 計

教 員 系 3 ・ 84

職 員 系 1 47 48

セ ン タ ー 48 69 117

大 学 院 0 3 3

合 計 52 200 252

表2ネ ッ トワーク稼働状況 平成7年 ～平成8年

1.電 子 メ ー ル 利 用 件 数(daibutsu)

月 受 信 件 数 発 信 件 数 A口 計 件 数

1 1,206 302 1,508

2 1,661 436 2,097

3 1,354 391 1,745

4 2,884 790 3,674

5 2,383 848 3,231

6 4,620 1,153 5,773

7 4,394 1,162 5,556

8 2,754 639 3,393

9 4,584 1,030 5,614

1 0

1 1

1 2

合 計 25,840 6,751 32,591

2.サ ー バ ー 機(daibutsu)稼 働 状 況 (時 間:分)

年 月 稼 働 日 数 稼 働 時 間 保 守 時 間 故 障 時 間 セッション開設件数 セッシ ョン処理時間

7.10 31 44,640 0 0
.,
・ 12,999

7.11 30 43,200 0 0 330 4,542

7.12 31 44,640 0 120 443 12,304

8.1 31 44,640
・'
・ 60

・…
9,003

8.2 29 41,760 120 0 214 3,180

8.3 30 43,200 0 0 278 6,195

8.4 30 43,200 0 0 326 4,783

・ 31 44,640 60 0 249 5,682

8.6 30 43,200 300 0 318 5,397

・ 31 44,640 60 0 247 3,303

8.8 31 44,640 2,880 0 211 4,937

8.9 30 43,200 0 0 567 9,407

合 計 365 525,600 3,600
・' 3,851 81,732
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りを見せ てい る。 最初 の頃 は、利用 者が 電子 メー ル ・ツールやOS(Windows3.1)、 ドラ

イバ ー な ど不用 意 に扱 ったため 、ハ ングア ップ した り、 ソフ トが破壊 され た り して 、そ の

修復 にか な りの時間 と手 間がか か った。 しか し、最近 で は これ もか な り落 ち着 いて来 て い

る。 一方 、 サ ーバ ー機,ATM、 ネ ッ トワー ク監 視 装置 な ど、特 に問題 な く安 定 して動 作

して いる。実 際 に、半年 間運営 して見て 、手 直 しを した 点 は

1)ワ ー クス テー シ ョン(WS)の 増 設。

サ ーバ ー機 と して 、電子 メー ル ・サバ ー(daibutsu,sparcstation5)、 ネ ー ム・

サ ーバ ー(Nemes,sparcstation4)、Fire/Wall(sparcstation4)、Network

ManagerforATM(sparcstation4),LANEmulationServer(sparcstation

4)、ATMSVCManager(sparcstation4)な ど全部 で6台 の ワー ク ・ステ ーシ ョ

ンを使 って い る。特 に 、daibutsu機 は、電子 メール ・サ ー ビスの他 、ユー ザー管理 、

各種 プロ グラ ムの実 行 と作 業 、ホー ムペー ジ の作成 、 シ ュ ミ レー ター な ど多方面 に使

い、現 在 、過 負荷 状態 に なってい る。 そ こで も う1台 のWSを 新設(sparcstation5)

して、主 に、ホ ー ム ・ペー ジ関係 を ここに ま とめ た。 そ こには付随す るツール類 、電

子 掲示 板 のデ ー タ な ど外 部 か らの利 用 の便 宜 をは か った。 このWSは 、FireWal1の

外 に出 して、各種 の利 用 の便 に供 して い る。 また 、主要 なサ.__一一.バー機 の磁 気 デ ィス ク

のパ ーテ シ ョンの分割 とフ ァイル シス テム の割 り振 りは、表3の 通 りであ る。

2)ATM装 置 に無停 電電源 装置(UPS)を 附 加。

サ ーバ ー機 には 、す べ て無停電 電源装 置 をっ け て、15分 以 内の停 電 にっ いては 、そ

の動 作 を補償 してい るが 、ATM装 置 には付 け なか った。 しか し、瞬 間停電 や短 期 間

の停 電 の度 ごとに、電源 の再投 入や リセ ッ トを しなけれ ば な らない。 この時 、装 置 内

の情 報 の一部 が 欠落 した り、無 くな る事故 が起 こ るこ とが考 え られ るので 、 この対策

と して無 停電 電源 装置 を導入 して、万 全 を期 した。 これ でネ ッ トワー ク系 の主要 な部

分 にっ い ては、安 全対策 が整 った こ とにな る。

3)ネ ッ トワー ク ・プ リンタ.__一一.の設 置。

ネ ッ トワ ー ク管 理 、 シ ステ ム管 理 お よびネ ッ トワー ク保 守 な どす べ てCRT画 面 上

で作業 を行 うのは、能率 が悪 い。 システ ム管理 、 ユーザ ー管理 、諸統計 な どをハ ー ド・

コ ピー に残 した り、 プロ グラムの点 検 な どのため 、 ネ ッ トワー ク監 視室 内 にポス トス

ク リプ ト対 応(PS)の レーザー プ リンター(SunPicssparcprinter)が 必要 と な り、

作業 効率 を高 め るため に も設置 した。 プ リンター装 置 の導 入 によ り、 これ らの諸作 業

の能 率が あが った 。
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これ らを考慮 して構築 した奈 良大学キャンパス情報ネ ットワーク構成の論理図と系統図

および棟内配線系統図を、Fig.1～3に 示 した。

表3サ バ ー 機 の 磁 気 デ ィ ス ク の 領 域 割 り当 て 一 覧 表

〈ファイルシステムに関する情報 平成8年4月1日 、現在>

1.daibutsu機 のデ ィスク割 り当て

Filesystem
/dev/sdOa
/dev/sdOg
/dev/sdOf
/dev/sd2g
/dev/sd2h
/dev/sdOe
/dev/sd3e
/dev/sdlg
/dev/sdlf
/dev/sdle
/dev/sd3f
/dev/sd3g

kbytes

28775

551014

96455

976294

975534

96455

975534

669151

669151

96031

487759

487759

2.aogaki機 の デ ィス ク割 り当 て

Filesystem

/dev/sdOa

/dev/sdOg

/dev/sdOh

/dev/sdOf

/dev/sdOd

/dev/srO

kbytes

29719

275903

536527

275903

714119

236076

used

9510

231415

40135

165806

562239

13539

18

231174

35287

72507

19281

1160

used

3998

222429

13836

2375

397

236078

3.homepage用 デ ィス ク割 り当 て

Filesystem

/dev/sdOa

/dev/sdOe
/dev/sdOh

/dev/sdOf
/dev/sdle

/dev/sdlf
/dev/sd2e

kbytes

29719

275903

1027342

499951

481823

481823

9s3ss2

used

4071

170348

3678

9

7739

97992

192

avail

16388

264498

46675

712859

315742

73271

877963

371062

566949

13921

419703

437824

avail

22750

25884

469039

245938

642311

0

avail

22677

77965

920930

449947

425902

335649

867104

capacityMountedon

37
47%
46%
19%
64%
16%
00
38%
6%
84%
40
00

/
/usr
/tmp
/usr/local
/usr/local/src
/var
/var/spool/news
/home
/mnt
/staff
/www
/ftp

capacityMountedon

15%/

900/usr

3%/home

1%/usr/local

OO/var

100%/usr/etc/install/tar

capacity

15%
69%

0%
o/0

2%
230

0%

Mountedon

/
/usr

/home
/usr/local
/wwvv

/ftp
/var/spool/mail
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Fig。3奈 良大学 キ ャンパ スネ ッ トワー ク システ ム
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上記の諸整備 によ り、キ ャンパス情報ネ ットワークの情報利用環境は格段に良くなり、

利用 しやすくなった。 しかし、これにたずさわる人的な面は改善されず、0部 の人に負担

が掛かっているのが、現状である。

3.事 務 系 ネ ッ トワー クの構 築 につ いて

事務 系ネ ッ トワー クにっ いては、公 開が原 則 の教育 研究 系 と違 って、守秘 義務 を伴 う情

報 を扱 うので 、ネ ッ トワー クの構 築 にっ いて、特 別 な配慮 を しなけれ ば な らない。 また 、

従来 か らオ フ ィス ・コン ピュ._...タを使 って きた ので 、 この接続 につ いて も考慮 す る必 要が

あ る。 システム全体 のセキ ュ リテ ィー の他 、原則 と して、各 フ ァイル ごとにア クセス権 を

設定す る必要 が あ る。 サーバ ー機 、オ フ コンな ど現状 に合 わせ て 、 こまか く環境設 定 した

り、度 々にわ た る変更 な ど必要 とな り、情報 機材 も情 報処 理 セ ンター 内に置かず 、事務局

に設置 した。 不測 の事態 にっ いて も仕事 が中断 しないよ うに考 えてお か なけれ ばな らない。

このため 、

1.ゲ ー トウ ェー を兼 ね た 専 用 サ.__一..バー 機(aogaki)の 設 置 。

こ の 機 能 を 有 す るWS(Sunsparcstationm110)を 設 け 、 このWSで 事 務 処 理 シ

ス テ ム 全 体 を管 理 す る。 また 、 シス テ ム管 理 、 ユ.__一.ザ._.一一.管理 機 能 も持 た せ た 。 開 発 ツ ー
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ル類 も‐Mule,-KANNA、 ‐Tchな ど良 く利 用す る物 に しぼ った。WSに は磁 気 デ ィ

ス ク容量 が2.1GB(実 際 のデ ィス クのパ ー テ シ ョンとフ ァイルの割 付 けは表3の 通 り

であ る)、 シ ステ ム支 援用 にCD-ROM,FD,バ ックア ップや デー タ管 理 に4mmDA

T装 置 な どが附 属 して い る。

2.シ ステ ムの独立性 の確保

初期 の頃はル ーターで事務 系を分離 したが、セ キ ュ リテ ィーの面 で問題 があ り、ルー

ターをゲ ー トウ ェー(WS)交 換 した。WSに はセ カ ン ド ・イーサー ・イ ンター フ ェー

スを入れ 、光 リピー タと配 線 の 一部引 き直 しで事 務処 理 シス テム を独立 した。 これ に

よ りATM関 係 に不都 合が置 きても事 務処理 系 は独 立 して動作 す る。

3.本 年 度計 画 との連 携。

本年度 の事業 に学 生証の カー ド化 、電子掲示板 、諸証 明 自動発行端末機 な ど学生 サー

ビスの向上 と学生 自治会か らの要望 事項 も組み 入れ た 。学生 証 の カー ド化 によ り、 図

書館 の ライ ブラ リー ・カー ドと併用 出来 るよ うに し、 この カー ドを利 用 して、諸 証 明

の 自動 発行が 出来 る様 に計画 してい る。 これ に よ り、学 生 に必 要 な諸証 明が迅速 に入

手す る ことが 出来 る。 また 、電子掲示 板 の中で学 生 に特 に有用 な情報 は ホー ム ・ペー

ジ用WSに も蓄 積 して、公衆 回線(パ ソ コ ン通 信)に よ り、 自宅 や下 宿先 か らも引 き

出せ るよ うに設 計 した。

4.電 子 メール ・サ ーバ ーの設置。

電 子 メール につ い ては、教員 、職 員相 互 の他 、課 単位 で も送受 出来 るように設定 し

た。 ただ し、一 台 の クライ ア ン ト機 を複 数人 で利 用 してい るのでセ キ ュ リテ ィー の面

で問題 も残 る。 そ の他 にっ い ては教 員 の クラ イア ン ト機 とほぼ 同一の設定 と した。 ま

た、 ドメ イ ン ・ネー ム ・サー ビス(DNS)に っ い ては教員 と同一 のWSで 共 有 して い

る。

以上を考慮 して構築 した事務系ネットワークの概念図をFig.4に 、また、ハー ドウ ェア

構成図をFig.5に それぞれ 図示 した。 これか らは平成7年 度 の追加事業 として、年度末ま

でにすべて実施 した。現在は順調にシステムが稼働 している。

4.あ とが き

キ ャンパス情報ネ ッ トワークが奈良大学のインフラス トラクチャーとして整備され

て、半年がすぎた。その間の運用経験により、システムの一部見直 しや改良により、

情報利用環境が格段に整備出来た。そのため利用者も着実に増加 している。今後の課

題としては奈良大学における有用な情報を世界にどのように発信させるかであり、ネッ

トワークを利用 した新 しい文化をいかに創造するかが問題となる。
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Fig.4奈 良大学の教育研究系 と事務系のネ ッ トワー ク構成
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